
海津市長　横　川　真　澄　　

工 事 発 注 部 署 教育委員会事務局 教育総務課

仕 様 書 番 号 教総工第８号

発 注 工 事 種 別 建築一式工事

工 事 名 各小学校体育館飛散防止フィルム設置工事

工 事 場 所 海津市平田町野寺外　地内

工 事 概 要

・体育館飛散防止フィルム設置工事　　Ｎ＝一式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（海西小学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石津小学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下多度小学校）

完 成 期 日 令和９年５月３１日

予 定 価 格
（ 税 込 み 価 格）

事後公表

設 計 図 書 等 電子入札システム及び海津市ホームページに掲載

入 札 参 加 申 請
受 付

参加申請書（海津市ホームページに掲載）

受付期間
　令和８年８月１８日（火）午前８時から
　令和８年８月２０日（木）午後４時まで

入札参加申込方法

電子入札登録業者
　電子入札システムにて申請
　（システム稼働時間：平日　午前８時から午後５時まで）
紙入札業者（海津市電子入札運用基準２に該当の場合のみ）
　海津市総務企画部財政課契約管財係へメール又はＦＡＸ送信（郵送不
可）
　電子メール　nyusatsusanka@city.kaizu.lg.jp
　ＦＡＸ番号　０５８４－５３－２１７０

現 場 説 明 会
開 催 日 時

無

公　　　　告

　下記の建設工事について、インターネットを利用した入札（以下「電子入
札」という。）による一般競争入札を次のとおり行うので、地方自治法施行
令第１６７条の６第１項の規定により公告します。

令和８年８月１２日

工　　　　　　事　　　　　　発　　　　　　注　　　　　　表



質 問 受 付 期 間
令和８年８月２０日（木）午前９時から
令和８年８月２１日（金）正午まで

質 問 受 付 場 所

教育総務課
電子メール　kyoikusomu@city.kaizu.lg.jp
ＦＡＸ番号　０５８４－５３－１６０８
※仕様書番号、工事名、商号又は名称、ＦＡＸ番号を明記のこと。

質 問 回 答 令和８年８月２４日（月）午後４時までに参加申請者全員に回答

入 札 書 の 受 付

入札書、内訳書

受付期間
　令和８年８月２５日（火）午前８時から午後５時まで
　令和８年８月２６日（水）午前８時から午後４時まで

入 （ 開 ） 札 日時
令和８年８月２７日（木）　午前９時３０分
※落札者がいない場合は再度入札（午後２時開札）を行う。

入 （ 開 ） 札 場所 海津市役所　東館４階　４－１会議室

入札に参加する者
に

必要な資格及び条
件

(１)地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であるこ
　　と。
(２)海津市内に本店又は支店を有する者であって、営業年数が５年以上
    あり、かつ海津市契約規則第２１条の規定に基づき作成した海津市
    建設工事入札参加資格者名簿に建築一式工事として登録され、海津
    市格付区分建築一式工事Ａ級又はＢ級（岐阜県・市町村入札参加資
    格審査（共同受付）の経営規模等評価結果通知書又は海津市の入札
    参加資格審査の建築一式工事の総合評定値が７１０点以上）を 有し
   ている者であること。
(３)この入札の公告を行う日から落札者が決定する日までの間に、海津
　　市競争入札参加資格停止措置要綱の規定に基づく資格停止措置並び
　　に岐阜県から岐阜県建設工事請負契約に係る入札参加資格停止等措
　　置要領に基づく資格停止措置を受けていないこと。
(４)建設業法第８条各号の規定に該当しないこと。
(５)建設業法第２６条に規定する主任技術者又は監理技術者は、契約工
　　期の開始時点において配置できる者であること。ただし、現場施工
　　に着手する日には専任で配置できる者であること。

そ の 他

(１)この公告に記載していない事項については、別途、「共通事項」と
　　して公告するものの他、地方自治法、同法施行令、海津市契約規
　　則、海津市事後審査型条件付き一般競争入札実施基準及び海津市電
　　子入札実施要領、同運用基準等の定めるところによる。
(２)共同企業体と単体企業の両方の入札参加資格を有する者は、この入
　　札において共同企業体か単体企業のいずれかの企業形態を選択して
　　入札に参加するものとする。
(３)議会の議決を経なければ締結できない契約（予定価格が1憶5,000万
　　円以上の工事又は製造の請負及び2,000万円以上の物品の買入又は
　　売払い）は、議会の議決を得るまでは仮契約とし、議会の議決を
    得たときに本契約としての効力が生ずるものとする。
　　なお、議会で否決された場合、仮契約は無効となり契約は成立しな
　　い。また、このことで仮契約の相手方に損害が生じても、本市は一
　　切の責任を負わない。



区 分 内        容

入 札 方 法
　電子入札システムによる事後審査型一般競争入札（ただし、海津市電子
入札運用基準２に該当する場合はこの限りではない。）

最 低 制 限 価 格の
有 無

有

工 事 費 内 訳 書
提 出 の 有 無

有

工 事 前 払 金 の
有 無

・契約金額５００万円以上の場合
　　有（契約金額の４０％以内、ただし１万円単位で請求日、請求額につ
いて事前に工事発注部署と協議するものとする。中間前払金を請求でき
る。）
 
・契約金額５００万円未満の場合
　　無

入 札 保 証 金 免除

契 約 保 証 金

・契約金額５００万円以上の場合
　　納付（金融機関の保証をもって代えることができる）
　ただし、公共工事履行保証証券による保証を付し、又は履行保証保険
　契約の締結を行った場合は、免除。
・契約金額５００万円未満の場合
　　免除

入 札 書 記 入 要領

  落札決定に当たっては、入札された金額に当該金額の１００分の１０に
相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、そ
の端数金額を切り捨てた額）をもって落札価格とするので、入札者は、消
費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わ
ず、見積もった契約希望金額の１１０分の１００に相当する金額で入札す
ること。

入 札 の 辞 退
  入札参加者は、入札を辞退しようとするときは、入札書受付締切予定
日時までに電子入札システムにより辞退届を提出すること。

入 札 の 無 効 に
関 す る 事 項

　海津市契約規則第１４条及び海津市電子入札実施要領第６条に該当する
場合は、無効とする。

再 度 入 札
　最低制限価格を設けた場合において、最低制限価格より低い価格の入札
をした者は、再度入札に参加することができない。

落 札 者 決 定

 ○ 予定価格の範囲内で最低価格を持って入札した者を落札候補者とす
    る。
 ○ 落札候補者となるべき同価格の入札をした者が、２者以上ある場合
　　は、電子入札システムによる電子くじによって、落札候補者を決定
　　する。
 ○ 落札者の決定方法
　　①落札候補者の入札参加資格要件を審査し、当該要件を満たしてい
      ることが確認できた場合に、当該入札者を落札者とする。
　　②落札候補者は、連絡のあった日から起算して２日以内（土、日及
      び祝祭日を除く）に次に掲げる書類を総務企画部財政課契約管財
　　　係へ持参すること。（郵送不可）
　　　  ア　事後審査型条件付き一般競争入札参加資格確認申請書
　　　　  　(様式第１号)
　　　  イ　配置予定技術者等の資格及び工事経験(別紙２)
　　　  ウ　同種工事施工実績(別紙３)

公告共通事項（事後審査型一般競争入札）


